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難聴の種類と特徴

難聴には三種の分類がある

伝音難聴

感音性難聴

混合性難聴



耳の解剖



伝音性難聴

外耳、中耳の障害でおこる難聴

内耳は正常で原因は

耳垢栓塞 中耳炎 外耳中耳の奇形など



感音性難聴

内耳、蝸牛神経、中枢神経の障害による難聴

内耳障害を今回は中心に話します

外耳、中耳は正常で原因は

加齢 薬物 騒音 感染症 循環障害 遺伝



混合性難聴

伝音性難聴、感音性難聴が同時にあるもの

慢性中耳炎などによりおこる



内耳の解剖 機能 1



内耳の解剖 機能 2

蝸牛の回転をほぐした状態の図 ラセン器がならび耳小骨に近いところが高音、
蝸牛の奥に行くほど低音を関知するラセン器が配置されている

音響による障害は耳小骨近くの高音部分、循環障害による障害は奥の循環の
末梢である低音の障害が出やすい



内耳の解剖 機能 3

有毛細胞は蝸牛の位置により感受する音階が決まっている
外有毛細胞は運動性で蓋膜を持ち上げることで感覚細胞である内有毛細胞の
振動の調節を行なう 外有毛細胞によって音階を選別して聞き取ることができる



内耳の解剖 機能 4

内耳の機能が正常であれば自分の聞きたい音
のみを選別して聴くことができる

雑音の多い中でも会話ができる

耳を澄ますこともできる

耳を覆うように大きな音をさけることができる



感音性難聴の特徴 1

感音性難聴(特に内耳性)は有毛細胞の脱落によって生じる

脱落した有毛細胞は2度と再生しない



感音性難聴の特徴 2

小さい音は聞こえない

画素の少ない画像を見るような不明瞭さ

音の選別ができず雑音下では聞き取りにくい

大きな音がうるさく苦痛



伝音性難聴の画像によるイメージ 1



伝音性難聴の画像イメージ 2

明るくすると見やすい 補聴器の良い適応になる



感音性難聴の画像イメージ 1



感音性難聴の画像イメージ 2

明るくしても画像は改善されにくい



感音性難聴の画像イメージ 3

さらに明るくするとかえって分かりにくい
補聴器では補正しにくい



検査による特徴

語音による聴力検査



語音による聴力検査の結果

語音明瞭度曲線
感音性難聴では100％正解できない
障害が高度であれば音量を上げるとむしろ正答率が低下する



難聴者のいる教室での注意

普通の教室以上の静寂さ必要

椅子の足にテニスボールをつけ椅子の発する音を低下さ
せている



感音性難聴の方への話し方

• できるだけ静かなところで

• 耳元で柔らかい声で

• ゆっくり明朗に話す



難聴の程度



dB(デシベル)(音圧の単位)とは何か

人間の感覚に合わせたスケール表示をしている

人間の感覚は量を足し算でなく掛け算で感じる



電球でのたとえ

電球を1つから2つに増やすと明るくなったこと感知できる

電球を100個から1つふやして変化はわからない

100個から200個に増やすのと

1個から2個に増やした時と

同じ変化量に感じる

何倍変わったかであり何個変わったかではない



㏈以外での音圧の単位

Pa(パスカル)であらわせるのですが

音量として若い人が無音空間でかろうじて聞き
取れる音量

0.00002Pa＝0㏈としています



㎩(パスカル)による音量表示の例

葉のかすれる音  0.002パスカル

静かな住宅街の騒音   0.2パスカル

騒々しいオフィス  200パスカル

鉄道のガード下   20000パスカル

ジェットエンジンの近く 2000000パスカル



㏈の導入



㏈表示の特徴

㏈が10増加するごとに音圧のエネルギーは

10倍になる



騒音による聴力障害のめやす



音圧と耳の耐用時間の換算

1日当たり 音圧100㏈ で 15分を基本に

10㏈上昇(エネルギーでは10倍)ごとに耐用時間は10分の1

10㏈低下(エネルギーでは10分の1)ごとに耐用じかんは10倍

強固な耳栓では10～20㏈音響エネルギーは抑制できる



騒音性難聴の進展パターン

耐用音量耐用時間を超えて騒音の暴露続けると

騒音性難聴は生じる



選別聴力検査も有効









ノイズキャンセリングイヤホンの種類











イヤホンヘッドホン難聴の予防

音量は最大音量100㏈の6割程度(６０㏈)にする

長時間は控えて、休憩時間をとる

ノイズキャンセリングイヤホンを使用

通学に電車などを利用している方は90㏈の騒音に通学時間
さらされているためよりイヤホンの視聴時間に強い制限が必
要になる

一度生じた障害は一生直らないことを肝に銘じてもらうよう指
導する



ビデオ閲覧

Youtube日本耳鼻咽喉科頭頚部学会 ヘッドホンイヤホン難聴 検索

https://www.youtube.com/watch?v=DJgqjWWAehw
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